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「みかんの里」三ヶ日町の気象観測システム＊

貞松宏和＊＊

　1．はじめに

　静岡県引佐郡三ヶ日町（本年7月1日より，静岡県

浜松市三ヶ日町）は，三ヶ日みかんで知られるように，

全国でも有数のみかん産地である．この三ヶ日町に，

気象観測システムが導入されたのは，2003年3月のこ

とであった．気象観測システムは，みかんの品質向上

を目的に，三ヶ日町農協が導入したもので，地点によっ

て異なるが，2から7要素の観測を行っている．

　この気象観測システムは，2005年4月現在で，三ヶ

日町内に20箇所設置されている．三ヶ日町は，面積

75．65km2，東西約10．4km，南北約9．1km，周囲約

41．6kmであるが，農林水産省の補助金によって整備

されたため，観測装置は，主にみかんが栽培されてい

る農業振興地域に設置された．よって，全町面積の約

70％程度の面積に，20箇所の観測点が存在する．この

ように，1つの自治体が全町を網羅する形で，キメ細

かく気象観測装置を高密度に配置した例はめずらし

く，気象新聞2004年12月20日第111号にも報道されてい

る．

　三ヶ日町内では，観測開始から現在まで，農協と自

治体が連携し，単なる観測データの利用に限らず，防

災・教育との連動など，興味深いテーマが模索され，

観測開始から2年余りが経過した現在，実際の取り組

みとなって，動き始めている．

　そこで，本稿では，気象観測システム導入の経緯と，

これまでの観測システムに関する三ヶ日町内での取り

組みを記す．
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　2．三ヶ日町と気象観測

　2．1三ヶ日町の概要

　三ヶ日町は，第1図に示すように，静岡県の西部，

愛知県との県境に位置している．南側には，猪鼻湖・

浜名湖があり，マリンレジャーで訪れる人も多い．就

業者のうち三割を農業従事者が占めている．さらに，

平成12年現在で，農業粗生産額の中で，約75パーセン

トにあたるのが，みかん栽培による生産額である．

　江戸時代の1716年に三ヶ日町に紀州ミカンである

「小ミカン」が伝来した後，温州ミカンの栽培が始まり，

明治時代になると，集落ごとに出荷組合が発足した．

昭和初期の1931年にはすでに，「三ヶ日みかん」の名称

が使われていた．戦後，三ヶ日町柑橘出荷組合が誕生

し，町内全域のみかん栽培をまとめて管理する体制が

整えられた．以後，三ヶ日みかんのブランドイメージ

を高める試みが行われた．

　さらに，それまでの主力品種であった「石川温州」

という品種に替わり，1951年に，静柑連静岡支所の枝
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第1図　三ヶ日町の位置と，浜松市と合併した市

　　　町村．
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　第2図　三ヶ日町と静岡県のみかん生産量（清水
　　　　（1994）が1960～2002年の静岡県柑橘試験
　　　　場西遠分場のデータから作成）．
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変わり品評会に出品された，より品質の優れた「青島

温州」を主力品種とした．現在もこの「青島温州」が

三ヶ日町の主力品種である．

　この後も，ハウス栽培の導入，大規模な選果システ

ムの導入など，いろいろな施策を実行していった．そ

の結果，第2図に示すように，静岡県全体としては，

みかんの生産量が著しく減少していく中，三ヶ日みか

んの生産量は大きく変化することはなく，結果として

県内におけるみかん栽培のシェアは上昇していった．

　2．2　みかん栽培と凍霜害

　これまでに，全国でも有数の「みかんの里」として，

ブランドを築き上げてきた，三ヶ日町であるが，過去，

「凍霜害」と呼ばれる，霜の害に，悩まされてきた．三ヶ

日町では，気象観測システ

ムを整備する前の，2002年

12月に，凍霜害が発生し，

約12億円という，大きな損

害となった．凍霜害が起き

た要因は，2002年12月上旬

に雨が多く，また温度が高

めに推移したことにより，

果皮の劣化が進み，霜への

耐性が低下したところに，

気温の急激な低下が起きた

ために，大きな被害が発生

してしまった．凍霜害が起

きたみかんは，皮が黒ずん

たみかんは，みかんのブランドカを守ることも必要な

ため，出荷されることはなく，すべて廃棄処分となっ

てしまった．暖かい雨が降った後に，寒気が入るまで

には，タイムラグがあるため，その間に収穫時期を早

めて収穫することができれば，損害額を抑えることが

可能になる．収穫は手作業で行われるため，作業者の

手配を行うためには，早い段階で，寒気に関する情報

を知ることが必要となる．また，以前より，市場や産

地において，三ヶ日みかんには独特の『こく』がある

と言われながらも，細かな成分については，生産者の

間でも，謎となっていた．そのため，地元では，科学

的な成分分析によって，三ヶ日みかんのおいしさの謎

を解明したいとの思いがあった．（静岡新聞2002年7月

17日夕刊）気象観測を独自に，細かい範囲で行うこと

により，気象災害による被害を軽減させることはもち

ろん，産地独自のデータ活用によって，他のみかん産

地との差別化を図ることが期待された．このシステム

が導入されるまでの三ヶ日町では，旧三ヶ日町役場内

において，降水量のみ観測することのできる気象庁の

アメダスで，雨量の観測を行っているだけであった．

しかし，町内で細かい観測を行うことにより，三ヶ日

みかんに特化した，気象情報の利活用を目指し，三ヶ

日町農協では，2003年度からの，気象観測システム導

入に踏み切った．

だり，柔らかくなるという

症状が起きた．被害が軽い

ものは，果皮が被害を受け

るのみで，果肉への影響は

ないのであるが，害がおき
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　3．気象観測システム整備からの取り組み

　3．1気象観測システムの概要

　気象観測システムは，第3図に示すように，三ヶ日

町内に20ヶ所（開始当初は17ヶ所）設置された気象観

測装置と，三ヶ日町農協内に設置されたサーバから成

り立っている．気象観測装置で観測されるデータとし

ては，全地点で降水量と土壌水分（雨量計：株式会社

小笠原計器製作所・RS－102），さらに13地点では気温と

地温（温度計：株式会社小笠原計器製作所・TS－301），

そして9地点では風向風速の測定（風車型風速計：株

式会社小笠原計器製作所・WS－B56S），加えて，釣観

測点と駒場観測点では，日射量の測定が行われている

（日射計：英弘精機株式会社・MS－62）．観測は24時間，

10分毎に行われ，60分経過する毎に，1時間分の観測

データが，各観測装置から，農協のPCに集められ，各

観測地点ごとに1日ずつ，CSV形式のファイルが作ら

れる仕組みとなっている．また，観測装置から農協ま

でのデータ送信には，携帯電話網（au）を利用した，

パケット通信を用いることによって，以前より低いコ

ストで，長期間にわたって，安定した気象観測を行う

ことが可能になった．

　3．2観測開始からこれまで

　三ヶ日町農協が，最初の17地点に気象観測装置を設

置したのは，2003年3月下旬であり，2003年4月から，

正式に全点での観測体制となった．三ヶ日町農協では，

三ヶ日町とも連動し，観測データの動きについて，普

段はもちろん，定期的に観測結果について検討を行う

機会を設け，注視し続けた．

　すると，観測当初には見えてこなかった問題が，数

点浮かび上がった．例えば，只木の観測点では，観測

当初に，欠測となる時間が見られたため，原因を調べ

たところ，データを農協へ送信する段階で，携帯電話

網に対して，圏外となってしまうタイミングがあるこ

とがわかったため，アンテナの方向を変えるなど，安

定した通信状態が続くよう，改善策がとられた．

　また，ある観測点では，特定の気象要素の数値が高

く表示される傾向があったが，周囲の状況から考えた

ところ，地域の特徴というよりも，気象測器が設置さ

れた地点固有の特徴であることがわかるという事象が

あった．このような，各観測点の特性についても，設

置の段階では，見えていなかった部分が多くあること

がわかった．

　当机気象観測システムが設置された目的は，先に

述べたように，みかん栽培における品質向上であった

が，三ヶ日町の気象観測システムの特色として，ただ，

みかん栽培に限らず，ミクロ気象の解析，あるいは，

研究用途だけではなく，住民に幅広く認知されるシス

テムとして有効活用していこうという試みがなされて

いることが挙げられる．この取り組みを行う上で，観

測開始から約1年が経過した，2004年3月に，三ヶ日

町が，新たに3地点，観測点を増やした．新たに観測

を開始した場所は，農地ではないが，いずれも，半島

の端部，標高の高い地域といった，観測を考えた際に，

データを欲しい，以前までの空白地域であった．農地

ではないため，三ヶ日町農協ではなく，三ヶ日町が設

置し，互いにデータ共有を行うことからも，共通の問

題を，協力して解決していこうとする姿勢を見ること

ができる．さらに，町が設置した内の1点は，大崎小

学校内に設置されており，小学生が，校舎内において，

観測データや気象測器に触れることが可能となってい

て，子供たちへの環境教育のきっかけとして，期待さ

れている．このように，気象観測システムを，町全体

で活かしていこうという取り組みが，これまでに，三ヶ

日町内で展開されてきた．

　3．3　これからの取り組み

　三ヶ日町内という，町村レベルによる，高密度で，

しかも継続的な気象観測を行っている例は，報告例が

少ない．そのため，三ヶ日町内に特化した研究にとど

まらず，小気候の分野で，今後の観測データを活用で

きる可能性を，大いに秘めていると言えよう．また，

観測データを用いた研究にとどまらず，気象観測シス

テムを，三ヶ日町農協と三ヶ日町が，積極的に活用し

ようという姿勢は，大変特徴的であると言える．

　設置から2年が経過し，上で述べた，小学校に設置

された観測点について，具体的に活用される例が登場

したため，紹介したい．三ヶ日町教育委員会では，『「支

えあい1夢をかなえる子の育成」～1人1人に確かな学

力を付ける学習指導～』という目標を掲げ，三ヶ日町

内の各小学校で，様々な取り組みを行ってきた．この

一環として，今年の6月3日に，三ヶ日町内の，観測

点が設置されている，大崎小学校で，小規模校3校に

よる，交流授業が行われた．

　この授業では，天気をテーマにし，各小学校で観測

した，1日の天候と時間ごとの温度変化の観測結果を

持ち寄り，グラフに書き込むことによって，天気が地

域によって異なることを学んだ．

　普段からこのように気象観測装置を設置している小

学校では，観測装置に興味を持ち，関心が高まってい
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岡本・駒場・下尾奈北における，2003年5月31日～6月1日の風と降水
量のうつりかわり．矢羽は3時間ごとの風向・風力．

ることが，新聞によって報道されている（中日新聞2005

年6月4日朝刊）．

　このように，気象観測システムを活用して，学校教

育，気象災害に対する住民の意識向上といった，これ

までにない方面への活用が，今後大いに期待される．

　4．これまでの観測データから

　ここでは，これまでの観測データの中から，具体的

な観測データについて，地域差が生じた一例を紹介し

たい．第4図で示すのは，2003年5月31日から6月1

日までの，岡本・駒場・下尾奈北の降水量と風向・風

力を示したグラフである．この日は，台風第4号が，

気象庁が統計を開始してから3番目に早く，愛媛県宇

和島市付近に上陸し，静岡県内でも，天城山で総雨量

が313mmに達した日であるが，この日のグラフを見

ると，比較的内陸に位置した岡本・駒場の点に対して，

湖に近い，下尾奈北では，3時間の降水量が，約40mm

多く記録された．3点間の距離は，それぞれ，4km程

度であるが，このような大きな差を見ることができた．

これまで約2年間の中で，今回示したような，近距離

間での観測値の差は，各観測要素について見ることが

できるため，また改めて，報告したいと考えている．

5．まとめ

設置されてから2年余りが経過した，気象観測シス

テムであるが，このシステ

ムのある三ヶ日町は，7月

1日に，大きな転機を迎え

た．それは，周辺の市町村

との合併である．これまで

引佐郡の一町であった三ヶ

日町は，浜松市の一部と

なった．

　農協に関しては，行政組

織の合併以降もこれまで通

りの体制のため，当該の気

象観測システムにより，全

点で観測は継続されている

が，行政の枠組みは，合併

に加えて，政令市移行への動きがあり，今後変化して

いくことになる．しかし，これまでに三ヶ日町農協と

三ヶ日町を交えた，町内全体での取り組みは，成果を

上げ始めていると同時に，町民への認知度と，気象・

防災への意識向上に，一役買ってきたことは，確かで

ある．今後，新たな浜松市においても，これまで以上

の，気象観測システムの積極的な活用を期待したいし，

研究する側としても，より地元の人々の二一ズに即し

た，有益な研究となるよう，意識を持っていきたいも

のである．
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